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平成 29 年 4 月 21 日 

商 工 中 金 

 

「地域連携支援貸付制度」適用 

『徳島すだち』の果皮エキスを活用し、新たな栄養補助食品を開発する 

池田薬草株式会社を金融面からサポート！ 

 

商工中金は、平成28年 4月に「地域連携支援貸付制度」を創設し、幅広い事業者が連携

し、農林水産物や観光資源等の地域資源を活用して成長を目指す取り組みをサポートして

います。商工中金が期間10年一括償還・成功利払いの長期資金を供給することで融資先の

事業リスクを軽減しつつ、民間金融機関と協調して融資に取り組み、地域経済の活性化を

図るものです。 

 

商工中金（徳島支店）は、同制度を活用し、池田薬草株式会社（本社：徳島県三好市、

代表者：中村俊洋氏）に対し、阿波銀行と協調して、徳島県の地域資源である「徳島すだ

ち」を活用した健康飲料や栄養補助食品の製造販売に必要な資金3千万円を融資しました。 

 

池田薬草株式会社は、医薬品原薬等の受託製造や入浴剤の製造販売を行うほか、産学官

との連携により、四国産天然素材を活用した商品を開発しています。 

県の特産品である「徳島すだち」は、地元食品メーカー等で搾汁され飲料等で販売され

ていますが、搾汁後の果皮には脂質代謝の改善効果が認められる成分（スダチチン）が含

まれています。 

 

同社は、廃棄されている果皮成分の実用化に向けて、共同事業者の有限会社丸共青果問

屋や脇坂農園と連携して安定的な原料供給を受けつつ、長年培ってきたノウハウ等を活用

し、新たな栄養補助食品の製造・販売に取り組んでいく事業計画を策定しました。 

 

商工中金は、本事業が加工業者や生産者の経営基盤強化や、地域資源である「徳島すだ

ち」の利用促進を通じた商取引創出等、地域経済への波及効果を高く評価して、阿波銀行

と連携してサポートを行ったものです。 

 

商工中金は、今後も全国各地の地域資源を活用する事業に本制度を活用しながら、地域

経済の活性化に貢献してまいります。 
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【代表企業：池田薬草株式会社の概要】 

所 在 地 徳島県三好市池田町州津中津１８０８－１                    資 本 金 9,980万円 

代 表 者 中村 俊洋 従業員数 20名(平成 29年 3月現在) 

業 種 医薬品原薬製造業 設 立 昭和59年 3月 

 

【共同事業者：有限会社丸共青果問屋の概要】 

所 在 地 徳島県小松島市神田瀬町１２―３８                     資 本 金 3百万円 

代 表 者 竹原 英介 従業員数 15名(平成 29年 3月現在) 

業 種 食酢製造業 設 立 昭和23年 9月 

 

【共同事業者：脇坂農園の概要】 

所 在 地 徳島県徳島市多家良町                     業 種 農業 

代 表 者 脇坂 満雄 従業員数 3名（平成29年 3月現在） 

 

【参考：地域連携支援貸付制度】 

 

○貸付条件 

貸出形式 証書貸付 

限度額 １計画あたり５億円 

償還方法 期限一時返済 

利率 成功の場合は当金庫所定の利率、不成功の場合０.６％ 

貸付期間 原則１０年 

○利率（成功判定） 

・利率は、事業の成否に応じた変動金利とする。 

・債務者の直近決算の経常損益が赤字の場合は０．６％、黒字の場合は商工中金所定の利率とする。 

・なお、黒字の場合であっても、地域資源活用計画期間中は、地域資源指標の達成率が 80%未満の

場合は０．６％とする。 

 


